
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 3 号（No.623）　　2022 年 1 月 16 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 55:12-13　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １３番

*交読文　････････････････ ３５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ ４０番

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ４０９番　渇(かわ)きあえぐわが魂は

メッセージ　･･････････････ 主の恵みの年、主の復讐の日(イザヤ 61 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ２７１番　豊かな実りの時は来た

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

＿＿はいにしえの荒れた所を建てなおし、さきに荒れすたれた所を興し、荒れた町々を新た

にし、世々すたれた所を再び建てる。外国人は立って＿＿の群れを飼い、異邦人は＿＿の

畑を耕す者となり、ぶどうを作る者となる。しかし、＿＿は主の祭司ととなえられ、われわれの

神の役者と呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、＿＿の宝を得て喜ぶ。＿＿は、さきに受けた

恥にかえて、二倍の賜物を受け、はずかしめにかえて、その嗣業を得て楽しむ。

それゆえ、＿＿はその地にあって、二倍の賜物を獲、とこしえの喜びを得る。主なるわたしは

公平を愛し、強奪と邪悪を憎み、真実をもって＿＿に報いを与え、＿＿と、とこしえの契約を

結ぶからである。＿＿の子孫は、もろもろの国の中で知られ、＿＿の子らは、もろもろの民の

中に知られる。すべてこれを見る者は／これが主の祝福された民であることを認める。＿＿

は主を大いに喜び、わが魂はわが神を楽しむ。主が＿＿に救の衣を着せ、義の上衣をまと

わせて、花婿が冠をいただき、花嫁が宝玉をもって飾るようにされたからである。地が芽をい

だし、園がまいたものを生やすように、主なる神は義と誉とを、もろもろの国の前に、生やされ

る。(イザヤ 61:4-11)

メッセージ概要

　今年初めに、ルカ 4:16-21 とイザヤ 61 章の御言葉が与えられ、「主の恵みの年、主の復讐の日」を実現

させる年というビジョンが与えられた。「恵み（デクトス）」とは「快く受け入れられる」「気に入る」「歓迎される」

という意味で、すなわち、主から最高に歓迎される年である。　そして「復讐」とは、ルカ 4:18 にある通り、貧

しさや奴隷状態、傷、盲目状態、虐げられてきた日々に対する復讐である。　エジプトを脱出した民は 400
年も奴隷として搾取されて来たが、彼らは主にあって、きっちり分捕り返した上で脱出した。同じように私達

も、悪魔サタンに分捕られて来た分は、キッチリとイエス様にあって搾り取った上で（最低でも倍返し：イザ

ヤ 61:7）、以前の状態から脱出し、この年を、「主の恵みの年」として塗り替え行くのだ。

　そうなるためには、ルカ 4:21 の、「今日は、この御言葉が、  あなたの耳の中で成就した日  です  」という宣言

は、自分に成就したもの、として、受け入れる必要があった。貧しく、奴隷で、傷を受け、盲目で、虐げられ

た日々は、もうイエス様が十字架の上で「完了」させて下さった、という真理を信じ、受け入れ、その  前提で  

歩んで行くなら、主の恵みの年・復讐の日が始動し、実体化されていくのだ。　こうして「恵みの年」が始ま

ると、私達はどのような働き人となるのか。それはイザヤ 61:3以降に記されている。

　すなわち、シオン（神の民）の悲しむ者達に、灰の代わりに頭の飾りを、悲しみの代わりに喜びの油を、憂

いの心の代わりに賛美の外套を着けさせる働き(3a)、すなわち、神の民に慰めをもたらす働きである。

　『彼らは義の樫の木と唱えられ、主がその栄光を表すために植えられた者と唱えられる。』(3b)　樫の木と

訳された語「アイル」は「力」「強さ」「長」をあらわす。つまりその人は、強く垣根を超えていく枝となるのだ。

　その人は、昔の廃墟を建て直し、先の荒れ跡を復興し、廃墟の町々、代々の荒れ跡を一新する(4節)。
この国はかつて、福音が伝来した時は大いに広がり、信者が爆発的に増えて行ったが、当時の権力に迫

害され、散らされてしまった。そのような、昔の廃墟を立て直し、復興させる働きを、今、起こすのだ。

　『外国人は立ってあなた方の群れを飼い、異邦人はあなた方の畑を耕す者となり、ぶどうを作る者となる。

しかし、あなた方は主の祭司（コーエン）と唱えられ、我々の神の役者と呼ばれ、諸々の国の富を食べ、彼

らの宝を得て喜ぶ。』(5-6節)。コーエンというヘブライ語は、祭司長、あるいは人々の長を意味する。私達

が「コーエン」となって、神と人との間に立って取りなし、御言葉を教え、人々はそんな私達を補助するのだ。

　そして主の復讐の日が始まる故に、『先に受けた恥にかえて二倍の賜物を受け、辱めにかえてその嗣業

を得て楽しむ。それ故、あなた方はその地にあって、二倍の賜物を獲  、とこしえの喜びを得る  。』(7節)。
　これは、とても素晴らしい祝福だが、このような祝福が与えられたからと言って、欲を出したり、高慢になっ

たりしないように、今からよく気をつけるべきである。イスラエルの王達の多くは、若い内は純粋に主に従っ

た故に、祝福され、富と力を得るのだが、それによって高慢になり、罪を犯して、祝福が去ってしまった、と

いうパターンばかりだった。私達はその例にならわないよう、祝福された将来の自分がそうならないよう、今

からよくよくシュミレーションするべきである。次のように注意されているからだ。『主なるわたしは公平を愛

し、強奪と邪悪を憎み、真実をもって彼らに報いを与え、彼らと、とこしえの契約を結ぶからである。』(8節)
　このようにするなら、子々孫々が、主にあって栄光の次世代に、栄光のリーダーへとなって行く。『彼らの

子孫は、諸々の国の中で知られ、彼らの子らは、諸々の民の中に知られる。全てこれを見る者は、これが

主の祝福された民である事を認める。』(9節)　私達には、このビジョンが与えられている。御言葉教育をす

る幼稚園や学校を建て、テフィリン教育を施し、そうして若者たちを、ユダヤ人以上の天才に育て上げ、次

世代のリーダーとし、国々が主の栄光を見て、イエス・キリストの福音の傘下を歩むようにして行く・・・。それ

が今、コーエン大学で養われた働き人達を中心に、世界中で起きている、テフィリンのムーブメントである。

　主は、人のいないのを、うめいておられる。とりなす人や、主のうめきを察知して主の働きをする人がいな

いのを。私達は、神と人との間に立つ「コーエン」となって、人々のために取りなし、また、この時代に神の

国を建て上げていく働き人となって、主の恵みの年を実現していくのだ。そのようなビジョンをもって、主の

ために意欲的に働く人に、主は、救いの衣を着せ、正義の外套をまとわせ、花婿のように栄冠をかぶらせ  、  

花嫁のように宝玉で飾ってくださる  (10      節  )  。今年、全ての国に、主の義と、賛美を芽生えさせる働きをはじ

め、主の恵みの年々、主の復讐の日々を開始して行く皆さまでありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                  　礼拝 11:00
食事・フェローシップ 　      13:00～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

